
編集後記
　長い間，研究開発に携わっている私にとってのカヤバ技報は技術開発・製品開発の成果を世の中
に発信するアピールの場であり，その技術を後世に記録として残すことができることから，本誌に
記事を執筆することは技術者として名誉なことと思っている．一方，開発中の製品や生産技術関連
のノウハウに関する記事は公表することが難しく，十分な量の記事を掲載できていないのが現状で
ある．今後，記事集約のため読者にとって有益な情報とは何かを十分に検討したうえで，社内では
当たり前の技術・製品であっても，読者にとっては新鮮な情報となる場合があるので，そのような
技術・製品を紹介していきたい．� （齋藤委員）

　他人に知らない内容を説明するのは難しいとつくづく思う．仲間内では当たり前と思って使っている
言葉が他では全く理解されないことはよくある事だ．他人は説明する側の立場になって聞いてはくれな
い．技報に掲載されている紹介文はいつも解りやすい．忙しい時間の中，原稿の催促に行っても嫌な
顔をせず対応してくれる執筆担当の方々には本当に頭が下がる．おかげで今回も編集委員として出版
の一端を担うことができた．本来ならお疲れ様と声をかけ，ビールの一杯でも奢って差し上げたいが，
こんなご時世ではちょっと厳しい．早く色んな規制が無くなることを切に望む．� （佐々木委員）

　編集委員交代により今回初めて技報編集に携わらせていただいた．技報に寄稿した経験はあった
が，編集経験は無く，これまでは何気なく読んでいる技報の裏で編集員の皆さんの努力を知ること
ができた．私が担当している三重地区では，まだ新規開発・研究がなく，寄稿という意味では役に
立てる機会はまだ少ないが，他拠点で着実に進められている研究・開発の発表の一つであるこの技
報に対して，今後は編集委員として微力であるが，少しでも寄稿者，編集員の助けとなるよう努力
していく所存である．� （米川委員）
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　日頃，カヤバ技報をご愛読いただきありがと
うございます．第50号（2015年４月発行）から，
より多くの方々にご覧いただくことを目的とし，
弊社ホームページへの掲載を行っております．
是非ご利用下さい．
　なお，冊子の発行は従来通り行ないますので，
こちらもあわせてご利用下さい．

〈カヤバのホームページアドレス〉
https://www.kyb.co.jp/
（�トップ画面からカヤバ技報バナーをクリックし
て下さい）

ホームページへの掲載のお知らせ

　


